
火山噴火予知連絡会会報 第133号 

西之島 
- 319 - 

西之島の地殻変動*
 

Crustal Deformations of Nishinoshima Volcano 
 

国土地理院 

Geospatial Information Authority of Japan 
 

 

第１図は、「だいち２号」の SAR 干渉解析結果である。火山噴出物による海岸線変化がみられると

ともに、火山噴出物の影響とみられる非干渉地域が見られる。また、第１図１枚目下段に示した 2020

年１月～2020 年５月のペア(b)～(g)では、堆積した溶岩の経時変化等によるとみられる複雑な変動が

見られる。第１図２枚目上段左上に示した 2020 年６月のペア(a)は、島の一部で火山噴出物の影響と

みられる非干渉地域が見られるが、そのすぐ右及び下に示した 2020 年７～８月のペア(b)、(c)で島

の広い範囲で降灰や溶岩などによるとみられる非干渉地域が見られるようになった。また、第１図２

枚目上段の 2020 年８月末以降のペア(d)～(f)では、火砕丘の周辺の広範囲で衛星から遠ざかる変動

が見られ、島全体が収縮しているものと考えられる。また、火砕丘の北東斜面で変動が見られる。 

第２図は、2019 年 12 月～2020 年５月のペア(a)～(g)のコヒーレンス（干渉性）を示した図である。

溶岩等によるとみられる干渉性の低下した地域が見られ、海岸線まで達している。 

第３図は、「だいち２号」の SAR 強度画像である。第３図１枚目上段左上に示した 2020 年６月～

７月の画像(a)、(b)では海岸線の変化が見られる。そのすぐ下及び右の 2020 年８～11 月の画像(c)

～(f)では、火砕丘に変化が見られる。また、同じく第３図１枚目上段の 2020 年７月～11 月の画像

(b)～(f)では島の広い範囲で降灰等によるとみられる反射強度の低い領域が見られる。 
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第１図 「だいち２号」PALSAR-2 による西之島の解析結果  

Fig.1 SAR Interferograms of ALOS-2 PALSAR-2 of Nishinoshima Volcano. 
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第２図 「だいち２号」PALSAR-2 による西之島の解析のコヒーレンス 

Fig.2 SAR maps coherence of ALOS-2 PALSAR-2 of Nishinoshima Volcano. 
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第３図  「だいち２号」PALSAR-2 による西之島の SAR 強度画像  

Fig.3 SAR intensity images of ALOS-2 PALSAR-2 of Nishinoshima Volcano. 

 


